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要旨 . 2010年 10月 3日 7時 30分, 西表島北西
部のトゥドゥマリの浜  (月ヶ浜 ) (24.42477, 
123.77375) において, 小型鯨類の漂着死体が発
見された. 漂着個体は体長 236 cmであり, 損失
部位, 及び目立った外傷は認められなかった. 
外部形態, 及び頭骨と下顎の形態より, 本個体
はオガワコマッコウと同定された. 死後 36 時
間以上たった後に剖検することができたが, 腐
敗が著しく, 病性鑑定は困難であった. また既
存の資料と体長より, 本個体はおそらく性成熟

していると考えられた. 本個体は骨格標本とし
て琉球大学資料館 (風樹館) に収蔵されている. 
 

記録  
 
沖縄県西表島の北西部に位置するトゥドゥマ

リの浜 (通称月ヶ浜) (図 1a) は, 浦内川の河口
部に位置する砂浜である. 西表島では鯨類の漂
着が度々見られており, 西表野生生物保護セン
ターに寄せられた情報では, 1995年 7月から

 
表 1. 1995年 7月から 2013年 4月に西表野生生物保護センターに寄せられた鯨類漂着情報. 
Table 1. Stranding records of cetaceans reported to the Iriomote Wildlife Center between July 1995 and April 2013. 

No. 種名 Species name 発見日 Date  発見場所 Locality 
1 クジラ類 Unidentified cetacean 1 Aug. 1996 上原港北の海岸 Coast at north of 

Uehara Port 
2 シワハイルカ Steno bredanensis (G.  Cuvier  

in  Lesson  1828)  
13 Jul. 1997 トゥドゥマリ浜 Tudumari Beach 

3 クジラ類 Unidentified cetacean 18 Dec. 1997 ユツン川河口左岸 Eastern side of 
river mouth of Yutsun River 

4 マダライルカ Stenella attenuata (Gray, 1846) 22 May 1999 船浦湾 Funaura Bay 
5 ユメゴンドウ Feresa attenuata Gray, 1874 16 Aug. 2001 ヒナイビーチ Hinai Beach 
6 ユメゴンドウ F. attenuata 17 Aug. 2001 ヒナイビーチ～船浦間 Between 

Hinai Beach and Funaura 
7 ユメゴンドウ F. attenuata 18 Aug. 2001 船浦港防波堤西 West of breakwater 

at Funaura Port 
8 クジラ類 Unidentified cetacean 24 Sep. 2001 網取 Amitori 
9 クジラ類 Unidentified cetacean 24 Sep. 2001 網取 Amitori 

10 ユメゴンドウ F. attenuata 5 Sep. 2008 ホネラ海岸 Honera Coast 
11 ユメゴンドウ F. attenuata 13 Oct. 2008 ホネラ～高那間 Between Honera 

and Takana 
12 ユメゴンドウ F. attenuata 17 Oct. 2008 野原～ホネラ間 Between Nohara 

and Honera 
13 クジラ類 Unidentified cetacean 22 Aug. 2009 鹿川湾 Kanokawa Bay 
14 マッコウクジラ Physeter macrocephalus 

Linnaeus, 1758 
20 Jun. 2010 忘勿石の浜 Beach near Wasurenaishi 

15 オガワコマッコウ Kogia sima (Owen, 1886) 3 Oct. 2010 トゥドゥマリ浜 Tudumari Beach 
16 オガワコマッコウ K. sima 18 Apr. 2013 ゲーダ Gehda 
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図 1. トゥドゥマリの浜とオガワコマッコウの打ち上げ個体. a,トゥドゥマリの浜; b, 頭部; c, 全身; d, 下顎; e, 
左目. 
Fig. 1. Tudumari Beach and the stranded specimen of Kogia sima (Owen, 1886). a, Tudumari Beach; b, head; c, 
habitus; d, lower jaw; e, left eye. 
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表 2.	 トゥドゥマリの浜に漂着したオガワコマッコウの計測値. 計測部位は基本的にストランディングレコ
ード用紙 (日本鯨類研究所, 2014) に従い, マッコウクジラ上科に該当しない計測部位 2 (上顎先端–吻基部) 
と 8 (上顎先端–畝後端) を除く, 発見当時正確に計測できた形質についてのみ示した. なお, オガワコマッコ
ウは頭部前部から上顎が突出しないため, 計測部位 1, 3, 5–7, 9–12について, 計測基点部を上顎先端に代えて
頭部先端とした. 
Table 2. Measurements of the stranded specimen of Kogia sima (Owen, 1886) at Tudumari Beach, Iriomote-jima Island, 
Ryukyu Islands, Japan. The specimen was measured basically following the method recommended by the Institute of 
Cetacean Research (2014). Only appropriately measured characters are listed. Characters 1, 3, 5–7, and 9–12 were 
measured from distal end of the head instead of tip of the snout as K. sima lacks a projecting maxillary. 

 計測部位 計測値 (cm) および計数値 
 1 頭部先端–尾鰭分岐部 

Total length (distal end of head to notch in flukes) 
236 

 3 頭部先端–口角後端 
Distal end of head to angle of gape 

23.5 

 5 頭部先端–眼中央 
Distal end of head to center of eye 

22.5 

 6 頭部先端–耳開口部 
Distal end of head to external auditory meatus 

27.0 

 7 頭部先端–胸鰭基部 
Distal end of head to anterior insertion of flipper 

41.0 

 9 頭部先端–背鰭先端 
Distal end of head to anterior insertion of dorsal fin 

143 

10 頭部先端–臍中央 
Distal end of head to center of umbilicus 

140 

11 頭部先端–生殖器中央 
Distal end of head to center of genital slit 

158 

12 頭部先端–肛門中央 
Distal end of head to center of anus 

164 

13 背鰭最大幅 
Maximum of dorsal fin 

30.0 

14 背鰭高 
Height of dorsal fin 

15.0 

15 胸鰭前長 
Length of flipper (tip to anterior insertion) 

左 (left), 35.0; 右 (right), 34.0. 

16 胸鰭後長 
Length of flipper (tip to axilla) 

左 (left), 27.0; 右 (right), 26.5. 

17 胸鰭最大幅 
Maximum width of flipper 

左 (left), 14.0; 右 (right), 13.0. 

18 尾鰭幅 
Width of flukes 

62.0 

19 尾鰭分岐部 － 尾柄部 
Anterior border of flukes to notch 

左 (left), 22.0; 右 (right), 21.0. 

20 胴周 (肛門位置) 
Girth on transverse plane at anus 

106 

24 歯数 
Number of teeth 

上左 (upper left), 0; 上右 (upper right), 0;  
下左 (lower left), 11; 下右 (lower right), 11. 

 
2013 年 4 月までの間に 16 件の漂着死体が記録
されている (西表野生生物保護センター, 未発
表; 表 1). 
本稿では, 2010年 10月 3日 7時 30分, トゥ

ドゥマリの浜 (24.42477, 123.77375) にて発見
されたオガワコマッコウ Kogia sima (Owen, 
1886) (クジラ目コマッコウ科) の漂着個体につ

いて報告する. 第一発見者は, 漂着のあった砂
浜に近い宿泊施設の従業員で, 別の従業員を通
して西表野生生物保護センターに電話連絡し

た. 西表野生生物保護センターは, この連絡を
受けて同日中に現場へ赴き, 漂着個体の状況確
認および計測を行った. 個体はすでに死亡した
状態で発見されたが, 同日の計測時は腐敗臭も
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無く新鮮であり, 欠損部位は認められなかった. 
漂着個体の計測は, 日本鯨類研究所によるスト
ランディングレコード用紙 (日本鯨類研究所, 
2014) を参考におこなった. その計測値を表 2
に示す. 本個体の体長は 236 cmに達し, 体色は
背側が黒く, 体側から腹側にかけて灰色から薄
紫色を呈した. なお, 適切な機材がなかったた
め体重は測定できなかったが, 南アフリカ産オ
ガワコマッコウの体長と体重の回帰直線  log 
[体重] = -7.29 + 2.86 log [体長], (r = 0.88) (Ross, 
1979) より, 漂着個体は約 227 kg であったと
推定される. また Ross (1979) は本種の性成熟
サイズは体長 2.1–2.2 m としており, 本個体も
性成熟している可能性が高い. 
発見翌日の 10 月 4 日, 国立科学博物館およ

び日本鯨類研究所の依頼を受け, 著者の一人小
島が漂着死体の外貌観察および剖検を砂浜に

て行い, 組織の採取を行った. 採取した組織は, 
80％エタノール等で保存した後に西表野生生
物保護センターに一時保管され, 後に各分析の
ため国立科学博物館へと送付された. なお, 日
本鯨類研究所における所持許可届は 2011 年 1
月 12日付で発行された. 
発見時刻には個体はすでに死亡していたこ

とから, 発見翌日の夕刻に行われた剖検時には, 
死後 36 時間以上たっていると判断された. 外
貌所見として, 目立った外傷は認められなかっ
た. 体表部に数か所の小規模な裂傷を認めたが, 
死後に傷ついたものと思われた. 口腔内より線
虫多数が認められたが, 標本は採取されなかっ
た. また, 剖検時は体内のガス貯留が進み, 腹
囲膨満となっていた. 剖検所見としては, 血様
腹水, 胸水の重度貯留が認められた. 死後の腐
敗が著しく, 病性鑑定は困難であった. 10 月 5
日には, 剖検後の漂着個体を, 多くの切れ目を
入れたブルーシートに包み, 重機を用いて発見 
地点近くの砂浜に埋め, 約 10 ヶ月間軟組織の
腐敗を待ち, 骨格標本の作製を試みた. 
翌 2011 年の 7 月 1 日 8:30–11:30 に, 漂着個

体の掘り出し作業を行った. 掘り出した時点で
は腐敗した軟部組織が一部骨格に付着した状

態であったが, 海水で肉を洗い流し, 骨のみを
取り出すことができた. また, 砂浜に埋めた際
に包んだブルーシートも回収した. 回収した骨
を琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研究

施設に持ち帰り, さらに洗浄し, 室内で自然乾
燥した．2011 年 7 月 10 日に骨格の組み立てを
行い, ほぼ全ての骨が揃っていることを確認し

た. その後, 全身骨格標本として琉球大学資料
館 (風樹館) に収蔵した (RUMF-ZZ-00140; 図
2a). 
オガワコマッコウが属するコマッコウ属

Kogia Gray, 1846 には, オガワコマッコウとコ
マッコウ K. breviceps de Blainville, 1838が含ま
れる. 両種がそれぞれ独立種であることは, 小
川 (1936), Yamada (1954), Handley (1966), Ross 
(1979) らにより詳細に研究されてきた. 数ある
識別形質の中で , 多くの標本を検討した
Handley (1966) と Ross (1979) が挙げた両種を
明瞭に識別する形質を表 3 に挙げる. 今回西表
より得られた漂着個体を調べたところ, 背鰭高
の体長に対する比が 6.4, 背鰭高の背鰭最大幅
に対する比が 0.5 であり, また頭骨と下顎に関
する形状も表 3 と一致した (図 2b, c). さらに, 
西表島産漂着個体は,オガワコマッコウの原記
載 (Owen, 1866) にも良く一致しており, また
コマッコウの原記載 (de Blainville, 1838) とは
明らかに異なるため, 本個体は間違いなくオガ
ワコマッコウである.  
本報告の漂着個体は, 日本鯨類研究会のス

トランディングレコードに (O-2979) として記
録されている. この記録には, 日本鯨類研究所
が行った表皮の DNA 鑑定により判別した性別
が雌として記録されている (石川創, 私信). 
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図 2. オガワコマッコウの骨格標本 (RUMF-ZZ-00140). a, 全景; b, 頭骨背面; c, 下顎腹面. dcd, 前頭部背面の
くぼみ; ms, 下顎結合部; ss, 縦隔壁. 下顎結合部は本来若干の隙間を残すが, 写真では接着剤で隙間が埋めて
ある. 
Fig. 2. Skeletal preparation of Kogia sima (Owen, 1886) (RUMF-ZZ-00140). a, habitus; b, skull, dorsal view; c, 
mandibular, ventral view. dcd, dorsal cranial depressions; ms, mandibular symphysis; ss, sagittal septum. A slight gap 
of mandibular symphysis is filled with adhesive compound. 
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表 3 オガワコマッコウとコマッコウの主要な識別形質. Handley (1966) と Ross (1979)を改変. 
Table 3. Discriminative characters of Kogia sima (Owen, 1886) and K. breviceps de Blainville, 1838. Data was 
modified from Handley (1966) and Ross (1979). 

 オガワコマッコウ K. sima コマッコウ K. breviceps 
背鰭高の体長に対する比 

Ratio of dorsal fin height against 
body length 

> 5 
 

< 5 

 
背鰭高の背鰭最大幅に対する比 

Ratio of dorsal fin width against 
body length 

0.41–0.54 (n = 10) 0.30–0.35 (n = 3) 

 
頭部先端から噴気口の長さの体

長に対する比 
Ratio of length from tip of snout 
to blowhole against body length 

7.5–10.1 (n = 16) 10.4–12.8 (n = 10) 

   
頭骨背方の頭頂部付近の縦隔壁 
(図 3b, ss) の形状 

Shape of dorsal sagittal septum 
(Fig. 3b, ss) near vertex 

狭く, 前頭部背面のくぼみの底
部に対して直角に近い角度をな

す. 後端部ではしばしばすぼむ. 
Narrow, almost vertical against 
bottom; often pinched posteriorly. 

厚く, 前頭部背面のくぼみに向
かい徐々に傾斜する. 

Broad, sloping gradually into 
dorsal cranial depression on either 
side. 
 

前頭部背面のくぼみ (図 3b, dcd) 
の形状 

Shape of dorsal cranial 
depressions (Fig. 3b, dcd) 

背方の縁により球形に近く, そ
の後方は急激にせり上がり, カ
ップ状を呈す. 

Sub-spherical, posterior wall 
steep, cup shaped (see Handley, 
1966, fig. 1b). 

前後に伸長し, その後方は徐々
に高さを増す. 

Elongated antero-posteriorly, 
posterior wall sloping gradually 
(see Handley, 1966, fig. 1a). 
 
 

下顎結合部 (図 3c, ms) の長さ 
Length of mandibular symphysis 
(Fig. 3b, ms) 

短い. 
Short (see Handley, 1966, fig. 
1b). 

長い. 
Long (see Handley, 1966, fig. 
1a). 
 

下顎結合部腹縁 (図 3c, ms) の形
状 

Ventral shape of mandibular 
symphysis (Fig. 3b, ms) 

平らもしくは一様に隆起し, そ
の最高部は結合部中部である.  

Plane or uniformly convex with 
maximum depth at middle. 

肋状であり, 最高部は結合部中
部より後方にある.  

Keeled with maximum depth at 
posterior to middle.  
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Abstract. A stranding of the dwarf sperm whale, 
Kogia sima (Owen, 1886) (Cetacea: Kogiidae), is 
recorded from Tudumari Beach (Tsukiga-hama) 
(24.42477, 123.77375), Iriomote-jima Island, in the 
Ryukyu Islands, Japan. The individual was 236 cm 
in body length without defects or major external 
injuries. The species identification was confirmed 
based on external, cranial and mandibular 
morphology. Since decomposition of the whale had 
progressed, remarks on the appraisal of disease 
conditions were not obtained from the necropsy, 

which was conducted more than 36 hours after 
death. The skeletal specimen is deposited in the 
Ryukyu University Museum, Fujukan (RUMF), 
University of the Ryukyus, Japan. 
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